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１．Web に潜む問題点



Webの問題（１）　～技術の混在～

HTML

CGI/ASP Flash

XML
Java

CSS JavaScript

組み込み・プラグイン

“多くのWeb技術が混在している”



その結果・・・

開発に時間がかかる！

保守管理が面倒！

表示に時間がかかる！



Webの問題（２）　～サーバ負荷～

◇　クライアント－サーバ

　　　－高度な処理を要するものはサーバサイドで処理を行う

　　　－サーバへの負荷やネットワークの負荷により応答が遅い

　　
要求

結果

処理

サーバクライアント

“サーバサイドへの依存度が高い”



その結果・・・

サーバへの負荷の増大

ネットワークの帯域も圧迫

結果、表示に時間がかかる

WebはISPにとってお荷物？



Web技術の課題

多くの技術が
混在している

多くの技術が
混在している

多大な開発時間
－様々な技術要素が混在しているため、
　 システムのインテグレーションに時間
　 がかかる

多大な開発時間
－様々な技術要素が混在しているため、
　 システムのインテグレーションに時間
　 がかかる

サーバサイド
への依存大

サーバサイド
への依存大

表示スピードが遅い
－多彩なソフトウェアツールやプラグイン
　 の実行が必要
―サーバへの負荷やネットワークの負荷
　によりレスポンスが遅い

表示スピードが遅い
－多彩なソフトウェアツールやプラグイン
　 の実行が必要
―サーバへの負荷やネットワークの負荷
　によりレスポンスが遅い



Webの新しい流れ

サーバサイド
中央処理

クライアントサイド
分散処理

高度なブラウザ
高機能な開発環境

高度なブラウザ
高機能な開発環境



２．Curl について



Curlの誕生

混在している技術を集結

「クライアントサイド」へ



混在している技術を集結

Curlだけで高度なWeb環境を実現出来る！

HTML、Javaアプレット、JavaScript、
DHTML、CSS・・・などの良いところの集結

開発時間の短縮

コスト削減

保守・拡張が容易



Curlで記述されたプログラム例



「クライアントサイド」へ

クライアントの能力を最大限に活用

　

　

　　
　　　　　

　　　　　 ⇒ 帯域の有効活用、双方向、高速化　

クライアントのCPUを有効活用
多くの帯域を要する作業を請け負う

Surge

要求

転送

　処理

Server

処理

Client

処理

：

要求

転送

クライアント側での高度な処理の実現サーバ任せ、広帯域を必要

Client Server



Curlとは？

“次世代コンテンツ言語”

•　HTML、Javaアプレット、JavaScript、DHTML、CSS
　　・・・など全てを包括

•　Webの世界を高速化

•　Webサービスにも対応
Web閲覧スピードが１０倍以上に！

開発時間が３００人月から３００時間！



Curlとは？

現行のWeb技術の課題を解決しつつ
次世代Webの要求を満たすため誕生

•　１９９５年頃からMITにて研究開始

•　Webの生みの親 ﾃｨﾑ･ﾊﾞｰﾅｰｽﾞ=ﾘｰ氏 も参画

•　Curl社（http://www.curl.com/）の設立



Surgeとは？

Surge RTE

Surge IDE

Curlの実行環境
・ブラウザのプラグイン
・豊富なAPI
・ブラウザにCurlコンテンツがロードされると起動

Curlの開発環境
・Curlアプレットを簡単・迅速に開発可能
・ソースを直接実行、デバッグ
・開発者ガイド・APIリファレンスマニュアル

Surge



Surge RTEの特徴

高速で安定した実行環境

・JITコンパイラを搭載
・ガベージコレクション

コネクティビティ

・HTTP、HTTPSを利用
・XML SAX2パーサを搭載

マルチメディアエンジン

2D、3D、グラフィックス、
アニメーション、オーディオ

独自のセキュリティポリシ

サンドボックスモデルの進化

インタラクティブGUI

レイアウトやデータの動的
な変更が可能

SOAPインターフェース

Webサービスにも対応



Surge IDE 



Surge ドキュメント



ビジュアル性

高度なレイアウトフォーム
2D/3Dレンダリングによる
華麗なビジュアル表現

メンテナンス性

コードの実行に必要とされる
クライアント側の機能の自動
更新をサポート

バックエンドとの親和性

XML Webサービスなどを
通してのサーバインテグレ
ーションを実現

オフラインでの実行能力

オフライン状態でCurlアプリ
ケーションを実行可能

Curlの特色

インタラクティブ性

デスクトップアプリケーション
並の高速性を実現



Javaとの比較

CurlクライアントサイドJava

Surge RTEの包括的なグラフィックライブ
ラリ

GUI開発が複雑

JITコンパイラによるダイナミック性バイトコードへの変換が必要

様々なコンテンツを扱う“コンテンツ言語”
・マークアップ言語（like HTML）
・スクリプト言語（like JavaScript、DHTML）
・2D/3D対応（like Flash、Shockwave）
・オブジェクト指向言語（like Java）

オブジェクト指向言語

プラットフォームに依存しない（異種ブラウザ
とも互換）

JVMやブラウザへの依存性があ
る



セキュリティポリシー

Java アプレット

ダウンロ
ード元

Java
アプレット

○

×

×

Curl アプレット

Curl
アプレット

curl-access.txt

curl-access.txt

○

○

×



なぜCurlなのか？

・Web技術のトレンド

－現在のWeb技術にはいくつかの問題点がある

－煩雑なサーバサイド技術からクライアントサイド技術へ

・Webサービスとの親和性
－今後のインターネットの基盤技術

－クライアントサイドのソフトウェアインフラの強化が不可欠



３．Curl の適用例



Webサービスへの対応

　① SOAPインターフェースの実装

SOAP1.1に対応したパッケージ（CURL.XML.SOAP）を用意

　② セキュリティへの対応

サーバ上に curl-access.txt を置くことによるアクセス制御

　③ データ型の変換を自由に定義出来る

XMLタイプ　⇔　Curlタイプ



テレマティクスとは

－　インターネットなどの「通信技術」、車載情報機器などの「ハード
　　ウェア」、それにより提供されるサービスの「ソフトウェア」の融合

－　ITS基盤上で稼動するサービス、ビジネス

例）

・ETC（自動料金支払い）

・VICS（FM多重放送を用いた渋滞情報等の道路交通情報提供）

：

：

・究極はF1



テレマティクスへの適用例
　　～クライアントサイドパーソナライゼーションの実現～ 　企業

　Webサービス

　CSP

音楽

映像

ニュース

地図

GS

駐車場

コンビニ

オート
バックス

位置情報
車データ

ユーザ
プロファイル

必要最低限の
データのみを
ダウンロード

　Curl　　
アプレット

◆　クライアントサイドで、パーソナライゼーション処理を行
　　 うため、サーバーの負荷が大幅に軽減（CPU&メモリ&  
ネットワーク費用削減）

◆　出力応答時間が高速

ユーザ
プロファイル



画面イメージ

カーナビ／PDA など

ニュース・天気予報など

車点検エージェント
情報

レコメンデーション
情報

（近くのお勧め
レストランなど）

Webコンテンツ
Webサービス
情報

Webコンテンツ
Webサービス
情報車データ



Curl使用によるメリット

◆　複雑なアプリでも一つの言語体系・一つの ツールで開発・保守できる。

◆　インターネットから自由にダウンロードできる

◆　コンパクトなのでダウンロード時間が短い

◆　１回ダウンロードされると端末側でほとんどの処理を行うので、サーバー
　　へのアクセス回数と待ち時間を大幅に削減できる

◆　Curlはフルのオブジェクト指向プログラミング言語なので、将来高度な機
　　能を提供する場合でもCurl一つで対応可能
　



４．Curl の可能性



ユビキタスな世界に向けて

◇　より高度なサービスを・・・

＝＞　カスタマイズされた情報のレコメンデーション

◇　人に優しい快適な環境を・・・

＝＞　ケータイアクセスなどは最悪・・・

◇　開発者にも優しく・・・

＝＞　サービスの充実にもつながるはず

Curlのようなクライアントサイドのソフトウェアインフラ、
開発環境が必要不可欠である！



デ モ



５．参考



～カール・アジアパシフィック社のご紹介～



～CurlExamplesのご紹介～



～クオリテック（株）様のご紹介～



クオリテック（株）様のご紹介

•　カール・アジアパシフィック社の販売代理店

•　サイト（http://www.q-tec.com/）にてCurlに関する情報を提供

•　Surge ver2.0.6（日本語版）のダウンロードが可能 （無料）

•　技術サポートも実施（e-mail：curl@q-tec.com）



その他の情報

【書籍】

　・Curl Programming Bible
　・Early Adopter Curl
　・Enterprise Curl
【ユーザグループ】

　http://www.bj.wakwak.com/~sinsi/curl/

【メーリングリスト】

http://www.freeml.com/ctrl/html/MLInfoForm/curl@freeml.com
（2002/02/28 開設、現在約１９０名が参加）



ご静聴、ありがとうございました
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